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弥生時代 名前

問1 3世紀の弥生時代、倭の邪馬台国の女王である卑弥呼がおこなった外交について述べた文として、正しいものはどれか。 （2017年 東京都公立入試 類似）

1. 冠位十二階を定めて個人の才能や
功績に応じた位を与え、中国との交
流を深めた。

2. 大宝律令によって定められた「調
」という税として、各地から絹など
の布を集めた。

3. 中国の魏の皇帝に使いを送って絹
などを贈り、親魏倭王の称号と金印
を授けられた。

4. 平清盛が大輪田泊を修築したこと
で、中国との間でさかんに貿易が行
われるようになった。

問2 弥生時代に始まった、青銅器と鉄器の使い分けに関する背景について、正しい説明はどれですか。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 鉄器が実用的な武器や工具に用い
られる一方で、青銅器は主に集団を
まとめるための祭礼や権威の象徴に
特化していった

2. 青銅器は弥生時代の中頃に全て回
収され、その原料はすべて鉄器の製
造に再利用された

3. 石器から鉄器への移行を嫌った指
導者たちが、妥協案として青銅器を
儀式に導入した

4. 青銅は鉄よりも耐久性に優れてい
たため、大規模な土木工事の道具と
してのみ使われた

問3 弥生時代に本格的に始まった稲作において、収穫の際に用いられた石包丁の使用方法について説明したものとして、最も適切なものはどれです
か。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 稲の穂の部分を摘み取るために用
いられた

2. 収穫した後の脱穀を行うために用
いられた

3. 稲を根元から刈り取るために用い
られた

4. 土を掘り返して苗を植えるために
用いられた

問4 3世紀の日本の様子を伝える中国の歴史書『魏志倭人伝』の記述に基づき、当時の社会や統治の状況として正しい説明はどれですか。 （2022年

長野県公立入試 類似）

1. 墾田永年私財法が制定され、新し
く開墾した土地を永久に自分のもの
にすることが認められた。

2. 邪馬台国の女王である卑弥呼が、
乱れていた多くの国をまとめ、約30
の国を従えていた。

3. 唐から来日した鑑真が仏教の戒律
を伝え、国内の寺院の整備が進めら
れた。

4. 聖徳太子が冠位十二階を定め、家
柄にとらわれず才能のある人物を役
人に登用した。

問5 弥生時代に造られた、掘立柱によって床を高い位置に設けた建築物の特徴と目的について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 大陸から伝わった仏教の儀式を行
うための施設として、屋根に瓦をふ
き、床に石を敷き詰めて造られた。

2. 地面を円形や方形に掘り下げ、そ
の上に屋根をかけた人々の住居とし
て、防寒性を高める工夫がなされた
。

3. 貴族が政治や生活を行うための住
居として、池を中心とした広い庭園
に面して複数の建物が廊下で結ばれ
た。

4. 収穫した稲を貯蔵するために造ら
れ、湿気を防ぎ、ネズミなどの害獣
の侵入を防ぐ工夫が施された。

問6 弥生時代に製作された青銅器の一種で、兵庫県の五十六点や島根県の五十四点をはじめ、滋賀県や和歌山県といった近畿地方の府県で多くの出
土が確認されている、豊作を祈るなどの祭礼に用いられた道具を何というか。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. 勾玉 2. 銅矛 3. 石包丁 4. 銅鐸

問7 紀元前4世紀頃から稲作が普及し始めた弥生時代において、近畿地方を中心に多く発見されている、釣鐘のような形をした代表的な青銅器の名称
は何ですか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 銅鐸 2. 勾玉 3. 埴輪 4. 前方後円墳

問8 中国の歴史書とそこに記された倭（日本）に関する記述の組み合わせについて、記述内容から判断して「魏志」倭人伝の説明として最も適切な
ものを選びなさい。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 邪馬台国の卑弥呼が使いを送り、
死後には大きな塚が作られて100人
余りの人々が殉葬されたとする記述

2. 倭人が100余りの国に分かれ、朝
鮮半島の楽浪郡に定期的に使者を送
っていたとする記述

3. 倭王が中国の皇帝に対し、自らを
「日出づる処の天子」と称する国書
を送ったとする記述

4. 倭の奴国の王が後漢の皇帝から金
印を授かり、のちに倭国全体で大き
な乱れが起きたとする記述

問9 弥生時代の遺跡から発掘された人骨の中には、石の鏃（やじり）が刺さっていたり、鋭利な刃物によるものと思われる殺傷跡が残っていたりす
るものが多数見つかっています。このような人骨の発見から、当時の社会状況について推測されることとして最も適切なものはどれですか。
（2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 青銅器である銅鐸や銅鏡を、死者
の権威を示すための副葬品として埋
葬し始めたこと

2. 水田稲作の普及にともない、土地
や水をめぐる集落間の争い（戦い）
が激しくなったこと

3. 古墳と呼ばれる巨大な墓を造るた
めに、強制的な労働によって多くの
犠牲者が出たこと

4. 狩猟や採集を中心とする生活の中
で、獲物を奪い合うための小規模な
小競り合いが増えたこと

問10 中国の歴史書『魏志倭人伝』の中で、邪馬台国の女王が即位した経緯や背景について説明した一節があります。その内容として最も適切な説明
を次から選びなさい。 （2026年 岐阜県公立入試 類似）

1. 大規模な干ばつや飢饉が続いたた
め、農業の神に仕える特別な血筋を
持つ女子を王とした。

2. もともと男子を王としていたが、
国の中が乱れて数年も互いに攻め合
ったため、一人の女子を王とした。

3. 仏教の教えを広めることで民衆の
心を安定させるため、優れた徳を持
つ女子が大陸から招かれて王となっ
た。

4. それまでの世襲制を廃止し、中国
の皇帝による直接的な任命によって
、最も外交能力の高い女子を王とし
た。

問11 弥生時代に大陸から伝わった金属器のうち、銅剣や銅矛、銅鐸などの青銅器は、時代が進むにつれて本来の武器としての役割から変化し、どの
ような目的で用いられるようになりましたか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1.
定期市で品物を交換するための貨幣

2. 巨大な古墳を築造するための土木
用具

3.
仏教の教えを広めるための儀式用具

4. 豊作などを祈るための祭りの道具

問12 弥生時代の遺跡からは、青銅器と鉄器という二種類の金属器が発見されています。鉄器が農具の刃先として普及したことが、当時の社会に与え
た影響として最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 石器に比べて加工が簡単だったた
め、各家庭で容易に自給できるよう
になった。

2. 青銅器よりも希少価値が高かった
ため、王の権威を示すための宝物と
してのみ扱われた。

3. 土地の開墾や耕作が容易になり、
食料である米の生産力が向上した。

4. 農具が重くなったことで、小規模
な家族単位での農業が不可能になっ
た。
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

中国の魏の皇帝に使いを送って絹などを贈り
、親魏倭王の称号と金印を授けられた。

3世紀前半、邪馬台国の女王であった卑弥呼は、中国の三国時代のひとつである「魏」に使い
を送り、貢ぎ物を贈る「朝貢」を行いました。これにより、魏の皇帝から「親魏倭王」という
称号と、金印、銅鏡などを授かりました。これは、中国の王朝から認められることで、国内に
おける自らの支配力を高める狙いがあったと考えられています。他の選択肢にある「冠位十二
階」は飛鳥時代の聖徳太子、「大輪田泊」は平安時代末期の平清盛、「大宝律令」は奈良時代
直前の制度であり、時代が異なります。

問2 答え 1
鉄器が実用的な武器や工具に用いられる一方
で、青銅器は主に集団をまとめるための祭礼
や権威の象徴に特化していった

弥生時代の日本において、金属器は「実用の鉄」と「祭祀の青銅」という二面的な使い分けが
なされていました。稲作の普及に伴って集団が大きくなると、人々をまとめ上げるための儀式
や、その集団の頂点に立つ指導者の権威が必要となりました。そのため、美しく加工しやすい
青銅器は、実用性よりも、見る人を圧倒するような象徴的な価値を求められるようになったの
が大きな背景です。

問3 答え 1
稲の穂の部分を摘み取るために用いられた

弥生時代前期の収穫方法である「穂首刈り」に関する問いです。当時は稲が実る時期が一定で
はなかったため、実った稲の穂だけを一つずつ石包丁で摘み取っていました。根元から刈り取
る方式は、後に鉄製の鎌が普及するまで一般的ではありませんでした。

問4 答え 2
邪馬台国の女王である卑弥呼が、乱れていた
多くの国をまとめ、約30の国を従えていた。

『魏志倭人伝』は3世紀の日本の様子を記した中国の歴史書です。そこには、倭（日本）でそ
れまで続いていた争いが収まり、卑弥呼という女王が邪馬台国を中心として約30の国々を従え
て統治していたことが記されています。他の選択肢にある冠位十二階は7世紀（飛鳥時代）、
鑑真の来日や墾田永年私財法は8世紀（奈良時代）の出来事です。

問5 答え 4
収穫した稲を貯蔵するために造られ、湿気を
防ぎ、ネズミなどの害獣の侵入を防ぐ工夫が
施された。

弥生時代に稲作が普及すると、収穫した稲を長期間保存する必要が生じました。高床（式）倉
庫は、地面からの湿気が直接伝わって米が腐敗するのを防ぐために床を高く設計しています。
また、梯子（はしご）を使って出入りする構造になっており、柱の上部には「ネズミ返し」と
呼ばれる板を取り付けることで、貯蔵した食料を害獣から守る工夫がなされていました。

問6 答え 4
銅鐸

弥生時代には、大陸から青銅器の技術が伝わり、日本では主に祭りの道具として独自に発展し
た。銅鐸は近畿地方を中心に、四国や中国地方からも多く発見されており、稲作の豊作を願う
儀式などで使われたと考えられている。選択肢にある銅矛も青銅器だが、これらは九州地方を
中心に多く出土する傾向がある。

問7 答え 1
銅鐸

銅鐸は弥生時代を代表する青銅器の一つです。もともとは音を鳴らす楽器のような道具であっ
たと考えられていますが、時代とともに大型化し、表面に当時の生活（狩猟や稲作）を描いた
絵が刻まれるなど、地域の祭りや儀式でシンボルとして使われる道具へと変化しました。

問8 答え 1
邪馬台国の卑弥呼が使いを送り、死後には大
きな塚が作られて100人余りの人々が殉葬さ
れたとする記述

「魏志」倭人伝は、邪馬台国の政治体制や女王卑弥呼の死、そしてその後の大規模な埋葬儀礼
について具体的に伝えています。他の選択肢について、100余りの国に分かれていたとするの
は紀元前1世紀頃の「漢書」地理志、金印の授与や倭国の乱れ（倭国大乱）は1世紀から2世紀
頃の様子を記した「後漢書」東夷伝、天子を自称したのは7世紀初頭の「隋書」倭国伝の記述
です。

問9 答え 2
水田稲作の普及にともない、土地や水をめぐ
る集落間の争い（戦い）が激しくなったこと

弥生時代に始まった水田稲作は、安定した収穫を得るために良好な土地の確保や用水路の管理
が不可欠でした。これにより、資源をめぐる集落同士の利害対立が生まれ、人骨に残された殺
傷跡や頭部のない人骨は、武力を用いた激しい争い（戦い）が日常的に行われていたことを物
語っています。縄文時代にはこうした殺傷跡のある人骨は稀であり、生産活動の変化が社会構
造を大きく変えたことを示しています。

問1
0

答え 2
もともと男子を王としていたが、国の中が乱
れて数年も互いに攻め合ったため、一人の女
子を王とした。

史料には「その国、本また男子を以て王となし、住まること七、八十年。倭国乱れ、相攻伐す
ること歴年、乃ち共に一女子を立てて王となす」という記述があります。これは、2世紀後半
に起こったとされる「倭国大乱」という戦乱状態を収拾するために、呪術的な権威を持つ卑弥
呼を王に立てることで、諸国の連合体としての安定を図ったことを示しています。

問1
1

答え 4
豊作などを祈るための祭りの道具

大陸から稲作の技術とともに伝わった青銅器は、当初は武器としての形を持っていましたが、
次第に大型化・薄型化していきました。これは実戦で使うためではなく、村のまとまりを強め
るための祭りや儀式において、神を祀るための「祭具（祭礼具）」として重宝されるようにな
ったためです。

問1
2

答え 3
土地の開墾や耕作が容易になり、食料である
米の生産力が向上した。

鉄は青銅よりも非常に硬いため、木製の農具の先端に装着することで、硬い土を掘り起こした
り森林を切り拓いたりすることが可能になりました。これにより耕作面積が拡大し、農業の生
産性が飛躍的に高まりました。一方、祭祀用として重宝されたのは、鉄器ではなく主に青銅器
（銅鏡や銅鐸など）の方でした。


